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縁
附
憶
が
次
第
に
崩
壊
し

τ地
縁
州
煙

ω
枇
曾
が
出
現

す
る
に
至
っ
て
か
ら
.
神
刷
の
性
質
や
機
能
は
著
L
〈

一
礎
化
し
口
げ
れ
ど
も
、
川
恒
は
依
然
?
し

τ地
縁
同
開

ω生
活

ω中
心
た
る
を
失
は
守
、
州
側
員
以
紳
枇
仁
針

L
て
平
等
の
地
位
に
立
つ
を
原
則

h

と
し
た
。
か
の
宮
山
胆

の
如
き
一
一
仰
の
特
桃
幽
館
山
り
出
来
た

ω
は
血
縁
附
概
が

一
地
縁
凶
鑓
ど
な
っ
た
過
渡
期
の
遺
物
に
す
ぎ
な
レ
芭
思

ム
。
的
も
一
の
血
縁
側
髄
が
自
己
の
氏
耐
仰
を
擁
l
て
封

一

は

[

が

き

鎖

的

生

活

を

倍

ん

で

居

に

山

り

が

、

血

縁

外

り

者

が

入

h

我
闘
の
一
柳
川
枇
が
秘
的
工
古
い
組
以
を
布
[
、
上
古

ω
来
っ
て
地
叫
怖
を
同
ふ
し
℃
雑
日
出

F

亀
る
に
及
び
、
士
若

ω

氏
族
制
肢
の
院
則
正
共
仁
級
建
し
h

い
も
め
で
あ
布
、
常
山
総
同
閥
的
付
帯
が
弛
緩
し

t
氏
族
が
Mm
憐
単
位
で
な

附
の
枇
食
生
活
上
仁
亜
大
の
主
義
を
布
せ

L
こ
ご
仁
つ
〈
な
つ
に
に
拘
は
ら
す
、
車
じ
然
胤
儀
制
上
に
就
き
て

いvτ
は
何
人
も
異
論
を
さ
し
は
込
ま
な
い
ー
で
あ
ら
う
。
一
は
倍
前
市
の
遁
'
り
に
他

ω外
来
者
J
'り
も
特
雄
的
地
位
を

元
来
一
刑
制
は
血
縁
側
剛
山
た
る
氏
族
の
共
同
刷
一
肺
削
も
氏
保
持
せ
ん
ご
の
考
か
ら
拠
出
生
し
た
制
度
的
じ
ゐ
る
o

従
て

紳
的
特
胤
に
初
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
氏
紳
ピ
氏
子
氏
子
が
杢
然
同
一
血
族
に
崩
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に

ご

ω闘
係
は
取
に
然
組
儀
峨
上
的
事
に
止
ら
す
、
政
治
は
、
家
系
の
上
下
に
よ
っ
て
紳
耐
に
劉
し
多
少

ω特
“
僻

上
経
憐
上
に
も
不
可
分
の
附
係
に
在
っ
た
の
で
あ
ゐ

C

的
地
位
を
有
し
た
に
し
て
も
、
官
座
に
嵐
す
る
も
の
吉

か
〈

ω如
く
紳
枇
は
氏
族
制
度

ω所
践
で
あ
右
か
ら
、
一
宮
山
胆
外

ωも
ωご
の
聞
に
ト
任
す
る
が
如
、
吉
根
本
的
ゆ
差

之
が
特
有
な
る
始
以
的

ω諸
制
度
は
多
〈
共
産
的
色
彩
等
は
存
在

L
な
か
っ
た
。
併
し
巾
族
附
係
が
次
第
仁
滞

を
有
L
又
相
任
扶
助
を
円
的
ご
す
る
も
の
で
あ
る
u

血

ら

ぎ

τ、
小
家
族
が
都
新
め
間
半
位
ご
な
り
私
有
財
産
雌

雑

叫
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華t

ぬ

刊
副
救
貧
刷
山
由
一
例

節目一

i
ニ
谷

(
佑
二
披

五:ノ、

t二

の
校
生

f
る
に
H
A
υ

一1
、
均
一
仁
氏
子
は
純
粋
な
る
州
一
総
す
る
銭
的
に
岡
山
約
六
反
(
牧
穫
米
約
一
一
一
十
佐
)
及
び
畑

阿
他
己
目
化
[
、
小
山
本
政
聞
に
貧
広
的
精

Mar生
す
る
仁
地
一
一
反
へ
大
一
旦
お
干
)
山
山
刷
地
を
所
引
可
る

U

向
は
同
枇

宝
刀
つ
に
ぜ
之
八
川
川
に
紳
枇
は
抑
制
抗
上
刷
合
上
山
川
義
一

μ
同
州
日
伯
小
山
側
ら

t
紳
似
合
(
州
凶
行
一
削
一
尺
五
寸
‘
桁

を
止
人
っ
た
け
れ
U
と
も
、
此
刊
日
札
依
叫
を
通
[
て
紳
州
fy
小
一
行
二
川
三
尺
松
卦
)
什
汁
仁
農
合
(
決
行
一
一
間
五
問
、
桁
fM

心
乙
す
る
相
一
げ
扶
助
的
一
相
川
が
色
々
的
市
で
山
田
へ
ら
れ
一
六
川
二
一
尺
五
寸
茅
白
)
の
二
倒
的
一
柳
川
僻
地
物
を
布
す
。

て
目
出
品

C

法
に
遁
べ
よ
う
ご
す
る
川
山
脈
民
民
山
川
制
派
一
応
仰
向
は
、
紳
出
仰
を
削
養
[
之
を
以
L
祭
川
町
に
奉
仕
す
る

村
大
字
枇

ω一
州
民
部
出
な
る
も
の
は
、
仰

L
そ
山
的
L
一
氏

f

十
民
一
か
之
仁
居
住
し
て
、
有
的
仲
川
州
を
耕
作
料
笹

山
的
[
(
且
つ
興
味
め
る
相
任
扶
助
的
制
度
り
一
例
で
わ
す
る
所
で
あ
る
o

そ
の
柿
訟
は
ご
の
地
方
的
炭
田
山
本
ピ
英

る
o

こ
凶
制
肢
は
Mm
に
川
方

ω文
献
じ
け
見
は
れ
い

γ
府
一
る
な
さ
色
組
似
比
一
般
的
仁
大
き
〈
且
つ
畑
村
等
も
仲
々

る
け

μ
v」
も
、
未
に
成
〈
仰
へ
ら
れ
て
府
な
い
か
ら
・
一
立
以
で
あ
る
。
一
洲
崎
台
け
以
前
は
一
似
合

ωみ
で
あ
っ
た

な
が
大
正
十
四
年
十
け
に
作
州
地

h
郷
土
史
料
ケ
ポ
山
一
が
、
モ
れ
E
は
一
川
崎
が
運
動
不
足
ど
な
る
の
み
な
ら

て
肱

U
T試
み
た
除
、
民
地
に
児
問
!
日
つ
数
川
的
J

比
一
ず
、
紳
川
内
に
は
刃
物
を
一
生
め
て
る
叫
が
山
来
な
レ
の

献
に
散
礼
ゼ

l
所
に
よ
什
て
そ
の
帆
椛
を
一
不
(
て
見
よ
一
で
附
が
長
[
〈
延
ぴ
遂
に
歩
行
が
附
則
ど
な
る
か
ら
、

う
ピ
川
U

J

U

一
合
前
に
石
却
を
作
b
て
附
々
遊
歩
す
る
絞
に
[
た
。
紳

二

刷

出

品

前

四

り

似

純

一

一

馬

は

μ
川町内

rι
育

τ上
げ

τ養
ひ
殺

L
に
す
る
の
で
ゐ

紳
同
誹
座
(
又
は
利
雄

)μ
附
山
脈
前
一
路
郡
川
耐
川
村
大
一
る
。

ヂ
枇
に
銀
山
出
す
る
眠
抑
制
形
郎
紳
此
(
脱
却
耐
久
第
一
刷
、
紳
一
一
柳
川
町
諦
雌
ご
い
ふ
の
は
仰
ち
ニ
山
神
田
出
合
耕
作
[

阿
川
知
命
)
の
介
山
脈
枇
れ
泌
氏
紳
一
州
(
佼
紳
佐
波

μ
一
録
制
t
料
品
'
f
u川
義

l
て
品
目
峨
に
本
仕
す
る
市
中
を
け
的

紳
)
的
所
川
刷
で
め
る
o

佐
川
良
一
別
刷
は
古
〈
よ
h

一
一
州
〆
一
す
る
附
他
で
め
っ
て
‘
そ
り
俊
生
山
り
加
凶
等
よ
ら
見

の
刷
出
仰
を
有
[
、
併
せ
て
之
を
制
養
す
る
粉
林
を
刻
作
る
附
は
一
一
判
的
宮
践
で
あ
る
o
併
し
之
は
昔
日
池

ω宮
山
胆



Z
兵
h
、
山
平
匂
る
統
制
ル
俗
純
上

ω川
問
問
で
は
な
く

L

者
よ
り
美
廿
肋
お
術
門
に
宛
て
た

ι
「
大
庭
郡
枇
村
之

て
、
州
問
片
山
貧
泌
な
る
も
の
を
救
秘
す
る
の
干
段
ピ
刷
版
川
崎
」
己
記
し
た
る
八
刷
的
阿
山
口
減
法
士
佐
守
の

L
て
周

οら
れ
て
肘
る
ο

現
今
行
は
れ
1
U川
る
利
的
制
一
お
l
た
る
記
抑
制
山
川
め
る
。
そ
的
一
節
仁
は
次
凶
椛
な
事

義
者
凶
池
山
え
は
三
年
仰
に
氏
子
民
が
命
U

H

L

て
之
を
行
一

b
記
さ
れ

t
あ
る
o

ふ
。
そ
し

τ氏
子
内
千
品
'
h

貧
乏
で
あ
る
己
認
め
ら
れ
一
「
此
刷
村
的
内
大
此
ご
巾
所
に
佐
波
良
紳
刷
形
印
刷

た
4
引
が
池
山
小
せ
ら
れ
る
o

但
L
如
何
に
貧
之
な
り
正
断
一
一
刑
己
巾
す
刷
二
組
内
に
掛
ま
ち
仰
座
敷
-
つ
二
神
枇
御

も
一
戸
を
椛
へ
た
夫
制
者
で
な
り
れ
ば
被
地
支
桁
を
布
一
座
似
.
年
々
然
仙
川
H
H
似
、
仰
弓
一
挺
仰
は
こ
二
本
官
民

せ
争
、
獅
身
者
は
選
応
に
山
山

ιな
い
。
そ

L
て
一
旦
地
一
政
縦
三
十
五
問
料
品
二
十
一
古
開
花
・
但
I
佐
波
良
神
枇

来
せ
ら
れ
た
者
は
忌
服
に
迎
川
唱
し
な
い
限
り
は
選
訟
を
一
以
υ
則
よ
ム
リ
只
今
迄
生
之
一
肺
隔
た
て
巾
L
U吹
例

ω御
代

桓

U
事
が
川
米
な
レ
。
岬
培
単
せ
ら
れ
た
者
は
必
ず
一
家
一
よ
ら
立
初
巾
似
も
品
川

1

ナ
不
存
保
」

谷
川
加
を
血
中
げ

τ自
分

ω性
同
胞
を
附
釧
L
以
1
良
合
仁
川
間
一
郎
も
こ
の
記
事
は
悦
披
良
一
脚
枇

ω刷
版
仁
闘
す
る
も

居
L
、
三
年
り
問
紳
川
市
全
耕
作
縦
訓
官
し
そ
の
牧
穫
す
一
の
で
あ
う
て
、
紳
同
誹
山
肌
そ

ωも
の
に
つ
き

τは
抗
接

る
所
ぜ
以

τ一
利
ぬ
を
制
ひ
、
一
年
三
川

ω祭
般
に
は
帥
一
に
言

A
さ
れ
て
庇
な
レ
。
叉
作
防
誌
大
陸
山
山
縮
、
佐

馬
を
ふ
年
ひ
て
紳
山
一
山
神
山
仰
に
属
従
す
る

ω
義
務
を
有
一
波
良
紳
川
山
市
部
帥
枇
山
頂
に
於
て
、
「
ト
伯
雄
川
一
品
、
日
古

す
o

ゴ
一
年
山
伎
に
は
新
に
村
中

ω最
貧
者
が
謎
ば
れ

τ
一
今
無
断
」
ご
め

b
、
夏
に
彬
例
一
脚
川
内
山
僚
に
於
工
、
「
佐

紳
応

ω削
養
者
乙
な
る
の
で
の
る
。
十
一
波
良
岬
尚
也
、
脱
却
尚
之
、
政
一
旦
非
以
川
大
衣
不
能
附
、

三
一
脚
川
淵
庄
の
川
平
一
一
政
牧
子
野
不
令
山
六
地
峨
(
川
名
)
岡
、
対
校
其
川
什
則
不

紳
川
静
雄

ω
起
山
山
弁
に

'AH耶
は
詳
か
で
な
い
M

が
、
山
山
一
日
付
絞
川
翁
刷
版
.
葦
古
例
也
」

t
め
る
。
之
等
凶
配
当

粍
古
さ
山
由
市
を
有
1
る
も
の
ご
忠
は
る
o

形

'M帥
刷

所

も

矢

抜
ι
り
田
平
仁
一
脚
川
町
に
就
レ
て
述
べ
て
厨
る
に
す
ぎ
な

識
的
古
文
書
中
に
、
永
山
肌
九
年
九
月
七
日
点
術
正
い
ム
い
o

併
し
こ
の
紳
助
が
品
川
科
古
語
曲
家
を
有
す
る
も
の

手平

是主

(
銘
ニ
銃
一
五
丸
)

刷
訓
肌
杭
貧
制
此
山
一
例

都
二
十
二
佐

三
七
=
一



車並

帥
枇
枇
賞
制
此
白
一
例

雑

で
ゐ
る
ど
同
時
に
、
特
に
佐
波
良
枇
の
坤
ぬ

ω
事
が
記

さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
ご
、
こ
の
刷
ぬ
が
蛍
川
巳
に
何

等
か
の
意
味
に
於
1
重
要
叫
古
れ
て
局
た
も
り
で
あ
る
一

一
帯
を
推
察
す
る
司
、
正
が
山
来
る
。
向
は
H

叫
に
所
剣
山
肌
部
一

が
川
市
し
て
帥
刷
業
的
な
る
州
主
で
あ
る
か
、
ぞ
れ
ど
も
氏

子
の
者
が
交
佐
で
臨
時
ド
加
・
品
ど
な
る
も
の
で
ゐ
る
か
一

は
川
明
記
さ
れ
い

τ成
年
い
け
れ
ど
色
、
次
に
通
ぶ
る
が
知
一

〈
批
判

ω紳
山
畑
じ
闘
す
る
記
訓
よ
れ
り
推
論
す
る
附
は
、
…

枕
部
は
峨
来
的
一
州
主
一
じ
な
い
執
が
明
か
で
ゐ
る
o

元
米
美
作
凶
に
は
延
書
式
内
枇
が
十
一
蹴
あ
る
が
‘
一

そ

ω内
ω入
枇
が
ニ

ω枇
刺
に
集
中
し
て
居
る
o

こ

ω

現
象
は
我
凶
古
代

ω
氏
族
制
度
井
仁
川
叫
巾
見
山
研
究
上
一

最
も
重
要
な
る
問
越
で
ゐ
る
ω

印
も
古
吉
氏
放
が
夫
々

自
己
的
氏
A

脚
を
擁
l
て
獅
立
の
附
雌
を
成
し
て
生
活
せ

し
地
物
で
あ
ら
う
、
ぞ
れ
が
後
に
は
相
融
和

L
τ
入品枇

が
何
れ
も
、
一
枇
村
正
い
ふ
地
総

M
腿
仙
北
(
岡
山
氏
一
柳
ご

な
っ
た
も
の
ぜ
思
は
れ
る
、
叫
慨
に
形
部
副
ピ
佐
波
良
耐

Z
が
〈
日
山
際
己
な
っ
て
居
る
な
H

と
は
、
恐
ら
〈
勢
力
関
係

や
郡
精
闘
係
よ
り
し
て
〈
口
併
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

今
日
で
は
形
郎
副
の
み
が
可
な
ム
リ
立
一
成
な
批
般
を
有
す

(
捧
二
焼

他

ω六
一
刑
は
皆
極
め
て
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ

て
、
式
内
則
正
も
思
は
れ
防
省
総
で
め
る
。
併
し
各
刷

共
今
日
ト
ト
至
る
迄
依
然
.
と
し
て
各
ん
て
紳
庄
が
あ
る
。
紳

庄
は
減
加
仰
を
選
任
し
て
特
別
的
然
加
を
な
す
、
之
は
印

も
-M庄
で
あ
る
。
仕
円
は
除
粍
般
山
抑
に
油
仰
山
間
り
式
は
行
は

れ
た
ご
厄
'
ロ
・
服
部
は
刷
出
向
講
山
周
仁
於
け
る
己
附
じ

〈
、
一
脚
聞

ω
ほ
乙

b
に
結
賄
[
て
之
を
耕
作
(
祭
叫
に

奉
仕
[
R
U

ぞ
凶
-M

棋
に
市
山
が
あ

μ
ば
則
も
誠
一
き
他
の
者

が
新
に
選
任
噌
ら

μ
て
蹴
・
4
州

ιな
る
を
山
川
?
'
し
た
。
作

陽
誌
は
岬
座
に
つ
い
て
衣
の
如
〈
記
L
τ
印刷品。

「
紳
雄
、
紳
官
ぷ
名
人
枇
皆
ド
付
紳
山
肌
ダ
庁
幹
民
所
古
弘
之

州
総
、
所
前
日
肌
郎
者
是
皆
附
紳
川
之
州
耕
柿
北
(
川
以
充

祭
支
・
お
家
内
有
良
川
邸
中
家
目
阻
止
他
去
不
敢
少
制
蹴
郷

人
来
年
辺
山
家
山
中
之
物
繊
介
無
遺
話
、
叫
脚
市
出
似
閥
則
紳

主
父
老
婦
一
治
体
的
品
目
共
所
開
酬
之
川
前
刷
新
山
一
定
納
庫
使

氏
子
之
内
恢
榊
胃
者
、
辻
北
(
出
石
川
以
本
則
芯
」

践
に
所
前
榊
庄
は
官
座
仁

L
て
そ
凶
耐
部
は
宮
座

ω

皆
同
訴
者
に
J
W

古
宇
、
職
業
的
紳
十
工
で
な
い
市
中
は
明
か
で

あ
る
o

え
主
波
'
4
H
ハ
ノ
河
出
立
也
つ
市
止
と
足
b
、
り

t

i
i
!
f
i
-
-』
L
-
H
t
t
4
6
一

H

H

1

J

E

に
一
脚
凶
の
刺
作
の
み
な
ら
す
、
一
脚
ぬ
を
も
飼
養
す
る
の

部
二
十
二
番

一
六
C
)

七
回

e
A
W
9
b

、
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義
務
が
ゐ
っ
た
に
止
h
、
本
質
的
に
鬼
て
仲
ぬ
講
座
は

他
の
一
脚
座
己
何
等
異
る
所
は
な
〈
、
従

τ帥
瓜
e
e
M
n

】
飼
養

す
る
統
制
又
は
合
人
ピ
郁
せ
ら
る
、
者
も
矢
張
L

リ
非
職

業
的
の
も
の
で
あ
っ
た
芭
思
ふ
。
併
し
乍
ら
一
般
め
榊

座

ω常
設
ピ
な
る
も
の
は
必
し
も
及
貧
者
に
限
る

Z
h
u

ふ
誇
け
で
は
な
い
が
、
一
脚
馬
の
硯
川
仰
は
最
も
貧
乏
人
で

な
け
れ
ば
な
ら
泊
。
一
利
町
内
内
祝
部
は
貧
乏
人
に
限
る
ピ

い
ふ
制
皮
は
何
時
の
頃
か
ら
起
っ
た
か
は
明
か
で
な
い

け
れ
ど
色
、
枇
村
は
一
克
来
貧
乏
な
村
で
ゐ
る
か
ら
氏
子

氏
は
服
部
己
な
っ
て
一
刑
囚
を
耕
作
す
る
事
は
、
一
一
営
に
此
材

班
上
の
希
望
を
充
た
し
う
る
の
み
な
ら
す
、
一
見
仁
経
憐

上
に
も
極
め
て
望
ま
し
き
事
で
め
っ
た
に
港
ひ
な
い
。

作
陽
誌
じ
も
「
庶
民
索
貧
乏
而
能
説
手
紳
然
、
法
皮
推

古
之
行
一
倫
班
々
而
存
者
版
可
制
制
民
、
畳
仁
ギ
崎
議
之

境
哉
」
己
ゐ
る
o

か
〈
山
如
、
き
事
情
よ
'
り
し
て
氏
子
内

の
成
る
4

〈
貧
乏
な
人
聞
を
選
闘
争
し
て
別
部
正
す
る
伐

に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
他
川
町
榊
庫
は
普
池
山
り

-M座
ご

し
て
純
粋

ω祭
加
上
の
意
義
を
肱
l
一
な
か
っ
た
り
れ
ど

も
、
佐
波
良
枇

ω品脚
M

仰
は
多
〈
の
紳
凶
品
含
有
す
る
の

で
を
の
紳
座
が
魁
じ
て
救
貧
施
設
仁
日
開
化
し
て
行
っ
た

制
批
救
貧
制
度
由
一
例

報

鍛

も
の

Z
凪
は
る
。

四

時

伸

一

百

帥
川
内
に
附
凪
す
る
紳
問
畠
の
牧
穫
は
、
一
一
肌

ω紳
M
仰

を
飼
養
す
る
に
は
有
h
依
る
の
で
あ
る
。
叉
こ
の
地
方

に
は
牧
百
耕
柿
の
匁
め
に
設
け
ら
れ
た
草
山
が
ゐ
る
の

で
、
村
民
と
し
て
之
に
出
入
し
紳
ぬ
に
奥
ふ
べ
き
下
草

を
採
取
す
る
事
が
出
来
る
し
、
又
下
木
を
一
川
尚
に
踏
ま

せ
て
之
を
推
肥
ご
し
以
て
紳
岡
品
の
耕
作
に
利
用
L
得

る
の
で
あ
る
。
殊
に
こ
の
紳
田
島
に
は
益
課
を
要
せ

昔
、
一
年
出
か
に
十
岡
山
州
全
村
が
、
・
9
Z
L
て
納
め
る

丈
り
で
あ
る
。
然
か
も
刷
版
に
は
一
柳
川
向
同
か

ι牧
叫
惜
し

た
穀
物
等
は
殆
ど
典
へ
な
い
き
う
で
あ
る
か
ら
、
欣
穫

の
殆
ど
金
制
仰
を
獲
得
す
る
事
が
出
来
る
。
一
二
年
の
後
に

は
服
部
己
な
っ
た
者
は
多
少
の
伶
裕
を
貯
へ
る
様
に
な

る
。
郎
も
こ
の
村
印
者
は
貧
之
の
ど
ん
底
に
陥
れ
ば
、

古
に
角
三
年
の
間
は
無
償
で
六
反
品
川
凶
岡
地
の
牧
穫
を

白
分
の
も
の
記
す
る
事
が
山
家
る

ωで
ゐ
る
o

従
て
彼

等
は
此
低
生
活
を
保
陣
せ
ら
れ
て
居
る
梓
り
で
あ
る
。

村
落
が
川
副
を
中
心

E
L
て
か
〈
の
如
、
さ
救
貧
制
肢

を
有
す
る
時
は
、
村
氏
が
貧
乏
し
た
、
め
仁
郷
闘
を
去

第
二
十
二
往
(
第
二
庇
一
六
一
)
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雑

帥

祉

救

貧

制

肢

由

一

例

る
が
如
き
悲
惨
事
は
之
を
防
止
す
る
事
が
山
ポ
る
で
ゐ

ら
う
。
又
村
氏
が
相
川
扶
助
的
精
紳
に
基
い
て
間
給
す

る
に
も
甚
に
好
都
合
で
あ
ら
う
o

併
し
乍
ら
人
聞
は
そ

の
品
川
仮
生
活
を
保
一
仰
せ
ら
れ
て
居
る
附
は
、
努
力
心
を

失
ム

ω
慌
が
な
い
で
も
な
い
。
枇
村
は
元
水
炉
ら
引
利

な
生
業
も
な
〈
貧
し
い
山
聞
の
僻
村
で
あ
hJ
、
孤
立
し

た
別
仙
界
的
生
活
を
笹
ん
で
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
救

貧
制
度

ω帥
野
山
官
は
著
し
〈
見
は
れ
て
賠
な
い
w
O

ヌ

m合

で
は
村
の
一
札
介
者
に
な
h
紳
ぬ
の
お
蔭
で
生
活
す
る
が

如
き
は
、
今
日
で
は
各
人

ω希
叫
す
る
所
℃
は
な
い
。

巳
む
を
得
古
る
事
情
で
貧
乏
し
た
者
が
紳
馬

ω
疏
郎
を

務
め
る
椛
じ
な
る
の
で
あ
る
。

柿
枇
に
闘
f
る
師
側
々
の
制
度
情
四
百
に
は
興
味
h
b
且

つ
有
意
義
な
も
吹
か
甚

r多
γ
。
之
等
は
出
い
相
一
凡
扶

助
の
柿
榊
り
磁
路
で
ゐ
る
。
之
を
以
て
古
い
時
代
り
泣

物
ご
[
現
代
枇
曾
に
本
れ
い
な
い
も
一
り
ど
し
て
之
を
宥
過

す
ぺ
き
で
は
な
い
。
之
を
合
理
化
し
、
改
良
し
て
行
げ

ば
特
に
我
附
農
村
生
活
川
改
善
俊
抽
出
に
多
大
の
貢
献
を

な
L
う
る
で
あ
ら
う
。
配
誇
的
な
欧
米
の
制
度
を
人
工

的
仁
移
柿
す
る
よ

h
も
・
新
り
如
き
我
悶
国
有
の
古
語

6呈

七
~. ，、

第
二
十
ニ
巻
(
捗
ニ
鶴
一

R
=
)

制
度
を
合
理
的
仁
復
興
す
る
方
が
趨
仁
布
放
で
あ
る
吉

松
は
信
干
る
。

向
は
美
作
闘
は
且
恥
近
ま
で
交
過
が
甚
だ
不
便
に
し
て

殆
Y
一
孤
立
山
紋
態
仁
在
っ
た
の
で
、
土
俗
的
方
而
か
ら

見
て
締
々
の
興
味
あ
る
事
例
が
残
U

什
じ
て
屑
る
様
で
あ

る
o
例
へ
ば
宮
山
煙
が
殆
Y
」
凡
ぺ
て
の
紳
枇
に
存
す
る

し
、
叉
立
合
祭
苫
稽
し
て
或
る
一
定
地
域
内
に
於
け
る

各
紳
批
が
同
時
に
然
般
を
な
l
、
そ
の
最
も
由
緒
め
る

一
柳
枇
の
紳
興
が
仙
の
紳
一
枇
の
神
輿
を
辿
へ
仁
山
か
り
、

之
等
の
紳
興
が
祭
日
の
期
間
一
所
に
居
る
E
い
ふ
慣
例

が
所
々
に
あ
る
。
之
は
私
が
昨
秋
美
作
西
部
官
旅
行
し

た
際
に
命
日
々
秋
祭
花
っ
た
の
で
之
に
迎
泊
し
た
。
之
等

の
事
例
の
研
究
は
未
に
試
み
な
い
が
、
必
?
ゃ
面
白
い

那
賀
が
見
出
さ
れ
る
で
ゐ
ら
う
。
終
り
に
私
的
肝
究
位
航

行
中
、
柿
々
の
便
宜
を
典
へ
ら
れ
た
る
勝
山
警
察
謀
長

湯
浅
立
太
郎
氏
、
形
部
一
川
耽
申
司
中
間
佐
一
郎
氏
の
好

誌
を
成
制
す
。
(
一
月
五
日
)


